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令和 5年度 事業計画書 

 

 令和 5年度は、引き続き安全問題を中心とする科学技術等の研究開発の助成、普及啓発、情報交流、

国際交流、人材育成等を通じて、科学技術の振興を図ることとする。 

 近年の当財団の収支状況と科学技術の今後の動向を踏まえ、公益目的事業の推進を図る。研究助成事

業では、一般研究助成、特定領域研究助成および挑戦的研究助成の 3研究助成事業を中心とし、普及啓

発事業や情報交流・国際交流・人材育成の各事業も推進する。（総事業費：763,000千円（運営費を含む）） 

 

１．研究助成事業 予算額： 703,000千円 

（１） 一般研究助成：予算額 299,000千円 

大学に所属する研究者を対象として、準備研究期間を含め3年又は4年、研究助成額年間1,500

万円以内の研究課題（1課題当たり、準備研究期間 1,000万円／年以内で原則 1年間、本格研

究期間 1,500万円／年以内で最大 3年間、総額 5,500万円以内、研究の進捗状況により増減額

を可能とする）を公募し、選考委員会における選考結果に基づき、6件程度を準備研究として助

成を行う。令和 2年度から令和 4年度に採択された課題については、選考委員会において、研

究報告書の評価結果に基づき本格研究移行及び研究継続の審査を行い、助成を行う。助成最終

年度となる研究課題については成果報告会を開催し、財団関係者への成果報告を行う。 

 

（２） 特定領域研究助成：予算額 331,000千円 

当財団が重点的に助成する領域を指定し、その領域の研究統括を担う領域代表者が示す研究

構想に沿う研究課題に助成する「特定領域研究助成」を令和 5年度も実施する。企画委員会で

募集する領域およびその領域代表者、領域ごとの全体予算を決定した上で研究課題を公募する。

領域代表者を中心とする選考員による選考結果に基づき、助成を行う。助成期間は最長 3年間。 

また、令和 2年度及び令和 3年度に採択された各研究課題の 2年目及び 3年目への継続審査・

助成も行う。 

 

（３） 挑戦的研究助成：予算額 73,000千円 

40歳未満の若手研究者を対象とする「挑戦的研究助成」を令和 4年度も実施する。最長 3年

間、最大総額 1,500万円（最大 500万円／年）の研究課題を公募し、選考委員会分科会および

企画委員会における選考結果に基づき、8件程度助成を行う。 

令和 3年度、令和 4年度に採択された研究課題の 2年目・3年目への継続審査・助成も行う。

2年目・3年目の研究課題の助成額は、1年目の公募要領に沿い、最大 300万円／年とする。 

また本助成では、人材育成などの観点から必要に応じて助成期間中に選考員によるメンタリ

ングなどを実施する。 
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２．普及啓発事業：予算額 10,000千円 

研究開発助成を行った研究成果報告書の発行・配布、及び研究成果を一般に広く周知、普及する

ための研究者取材を行い、取材記事のホームページ掲載等を行う。 

また、研究成果の普及啓発や新たな問題提起などを目的としたシンポジウムなどの行事を適宜開

催する。開催にあたり、安全の確保の観点からオンライン形式なども積極的に検討する。 

 

３．情報交流事業・国際交流事業・人材育成事業：予算額 20,000千円 

 安全・安心に関する科学技術の振興を目的とする学会・シンポジウム・研究会などの学術集会や、

将来研究者や技術者を目指す若者・子供たちの啓発・育成を目的とする集会の開催費用を支援する。 

 「学術集会および科学技術振興事業助成」という名称で年 2回公募し、企画委員会で選考の上、

助成する。１件あたり最大 100万円として、年間 20件程度を助成する。 

 

４．その他の事業（含む運営費）：予算額 30,000千円 

表彰事業については、継続的な事業実施に向けた検討を行う。その他、今後の財団の助成対象と

なりうる分野等について、我が国内外の研究動向、官庁の施策や助成機関の動向等に係る調査・検

討を行う。 

 

 


